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行 政 報 告

第２回町議会定例会にあたり行政報告を申し上げます。

はじめに、令和６年度各会計の出納閉鎖による決算見込みについて申

し上げます。

一般会計は、１億７,６６５万５千円の繰越しとなりました。

歳入は、令和７年度への繰越明許費分を除いた予算に対して７,２２

７万８千円の減となりましたが、町税は予算に対し３,０２７万円の増

となり、歳出は、繰越明許費分を除いた実質の不用額は１億８,３４５

万円となっております。

後期高齢者医療特別会計は、２２３万１千円の繰越しとなりました。

国民健康保険特別会計は、国民健康保険事業費納付金などの減により、

４,２１９万５千円の繰越しとなりました。

介護保険特別会計は、介護保険給付費などの減により、９,８８７万

円の繰越しとなりました。介護保険給付費に係る交付金等は翌年度に精

算されることから、精算額が確定しだい議会へ補正予算を提案いたしま

す。

ガス事業会計は、年間ガス販売量が前年度同量の１８万９千立方メー

トルで、ガス価格激変緩和対策事業費補助金を併せるとガス売上は５７

２万円の増収となりました。

事業収支では、経費の節減に努めて若干の改善はありましたが、原料

費等の経費が高止まりしていることから、１,３１７万１千円の当年度

純損失となっております。

この当年度純損失を前年度繰越欠損金４億６,７１１万４千円に加え

ますと、当年度未処理欠損金は４億８,０２８万５千円となります。
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水道事業会計は、年間給水量が前年度と比較して１０万５千立方メー

トル増の６４万７千立方メートルとなり、給水収益は１,９０５万円の

増収となりました。

事業収支では、経費の節減等により３,４００万円の当年度純利益と

なっております。

公共下水道事業会計は、年間処理量が前年度と比較して４万４千立方

メートル増の３４万３千立方メートルとなり、下水道使用料は５６５万

円の増収となりました。

事業収支では、経費の節減等に努めておりましたが、５,５０７万８

千円の当年度純損失となっております。

病院事業会計は、前年度と比較して入院患者数は１２.２パーセント

の増加となり、入院収益は３,４２４万８千円の増収となりました。外

来患者数は２.５パーセントの減少となり、外来収益は６８７万７千円

の減収となりました。

支出では、前年度と比較して医業費用が２,１９８万５千円の増加、

医業外費用は１５２万５千円の増加となっております。

事業収支では、一般会計から４億４,１００万円の補助金を繰入れた

結果、９６万４千円の当年度純利益となり、この当年度純利益を前年度

繰越欠損金５億４,０２８万５千円から差し引きますと、当年度未処理

欠損金は５億３,９３２万１千円となります。

なお、各会計の詳細につきましては決算上程の際に関係資料を提出い

たします。
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次に、国庫補助金の未申請について申し上げます。

令和６年度から「巡回相談支援事業委託」及び「発達支援専門員派遣」

として、障がい支援事業所において保育所等に巡回相談する体制を整備

し、児童等に発達の遅れや心配のある段階からの支援を実施しておりま

す。

本事業に係る費用につきましては、２分の１を国が、４分の１を北海

道が補助できることになっておりますが、この事業の対象となる「地域

障がい児等支援体制強化事業」の国庫補助金の申請事務において未申請

となったため、総事業費の２分の１の国庫補助金１７０万６千円の交付

を受けることができなかったものであります。

このような事務処理により、町に余計な財政負担を強いる結果となり、

議会をはじめ、町民のみなさまに対し、深くお詫び申し上げますととも

に、本町の行政を管理監督する立場にある者としての責任を重く受け止

め、私と副町長の給料を減額いたしたく、関係条例を本定例会に提案い

たしております。

今後は、組織全体で情報共有と事務処理の適正化を徹底し、再発防止

に向け、より一層の注意と確認をもって職務にあたってまいりますので、

ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

次に、ふるさと納税について申し上げます。

長万部町まちづくり基金条例による、ふるさと納税の令和６年度の取

組といたしまして、新たな寄附受付サイトの登録、返礼品掲載写真・文

言の見直し、ふるさと納税関連イベントへの参加による新規寄附者の開

拓やリピーター対策、インターネット広告の実施などを行ってまいりま

したが、当町の主力返礼品でありますホタテ加工品の一部について、昨

年末の繁忙期から在庫の確保が困難な状況が続いていること、原材料の

高騰による寄附単価の見直しなどが影響し、令和６年度の寄附状況は、

２４,４０２件、３億４,３２２万円となり、前年度と比較して約２億１,

６８７万円の減となりました。
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引き続き、返礼品事業者との調整や協力を仰ぎながら、町の魅力発信

や返礼品等のさらなる充実を図るとともに、町を応援してもらうための

取組を継続し、ふるさと納税による寄附の拡大を目指してまいります。

また、令和６年度の企業版ふるさと納税につきましては、本町に関わ

りのある企業に対して、ＰＲパンフレットの送付や町ホームページによ

る周知を実施したことなどにより、１２件、３５５万円の寄附実績とな

りました。今後も積極的な広報活動により、幅広く募集してまいります。

次に、ＪＲ二股駅の存廃について申し上げます。

ＪＲ北海道では、極端に利用の少ない駅の見直しを進めておりますが、

本町に対して、令和８年３月を目処にＪＲ二股駅の見直しに向けた具体

的な内容協議の申し入れがありました。

このことから、地域住民のみなさまと直接対話し、ご意見やご要望を

把握するため、５月17日に双葉振興会館において「ＪＲ二股駅の存廃に

関する説明会」を開催し、近年の利用状況の推移や、駅を存続させるた

めには町が経費を負担して維持管理する必要があることなどを説明させ

ていただきました。合わせて、駅設備の老朽化による建て直しなど将来

的な負担も見込まれることから、町が維持管理をして駅を存続させるこ

とは極めて困難であることを共有したところであります。

これらを踏まえ、ＪＲ北海道と駅廃止の方向での手続きを進めるとと

もに、地域から要望のありました代替手段などを検討してまいります。

次に、北海道新幹線関係について申し上げます。

３月末に、国及び鉄道運輸機構から、北海道新幹線札幌延伸の開業時

期が２０３８年度末以降になるとの説明がありました。

この大幅な開業の遅れを受け、５月26日に北海道新幹線建設促進道南

地方期成会において、東京に赴き国への緊急要望を実施し、開業遅延に

伴う追加費用の発生を防ぐため、新たな地方負担が生じないよう財源の

確保など適切な対策を講じることを強く求めました。

また、地域経済や各方面への影響を最小限に抑えるため、貨物新幹線
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の早期実現や新幹線貨物ターミナルの整備を進めることを提案してお

り、今後、これらを実現すべく、国や関係機関に対し、具体的な要望活

動を積極的に展開してまいります。

新幹線建設工事につきましては、町内では５つのトンネル工事が施工

中で、５月１日現在において、内浦トンネルの静狩工区で、本坑５,５

７０メートルのうち５,１９９メートルが掘削されており、その他のト

ンネルは掘削を完了し、残る覆工などを施工中であります。

また、地上部の明かり区間の工事については、橋りょうと高架橋では

すべての区間で基礎と柱を施工中で、さらに共立路盤、静狩路盤、栄原

高架橋、平里高架橋では高架橋の桁床版または盛土の区間となる路盤工

事まで工程が順調に進んでいるとの報告を受けております。

まちづくりに関する進捗につきましては、３月に土地区画整理事業に

ついて都市計画決定を行いました。これにより、計画的なまちづくりの

基盤を整える大きな一歩を踏み出しております。

また、同じく３月に都市再生整備計画を作成し、自由通路や高架下滞

留空間などの駅前周辺整備をまとめたこの計画は、町の将来像を見据え

た持続可能な発展を目指すもので、今後のまちづくりの指針となるもの

であり、これらの取組を着実に進めることで、地域の活性化と住民のみ

なさまの生活環境の向上に繋げてまいります。

次に、老人福祉関係について申し上げます。

８０歳以上の高齢者や心身に重度の障害を持つ方が、社会参加や日常

生活の中で、タクシーを交通手段の一つとして容易に利用できるよう料

金の一部を助成しておりますタクシーチケットは、４月３日から役場窓

口で、８日には国縫・中ノ沢・双葉・静狩の各会館に出向き交付を行い

ました。５月末までの対象件数は７０６件で、交付件数は５８３件、約

８３パーセントの交付率であります。

６０歳以上の高齢者を対象とした町内温泉施設の入浴料金助成事業

は、タクシーチケットと同日に受付を開始しており、５月末までの対象

件数は２,３８９件で、交付件数は９８７件、約４１パーセントの交付

率であります。
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次に、児童福祉関係について申し上げます。

さかえ保育所の本年度の入所児童数は、定員６０名に対し２１名とな

っており、一時保育事業の４月の利用は１名で、小学校低学年児童受入

事業の利用は、５名で延べ２６日間、保育所に併設している地域子育て

支援センターは、延べ４４組で９８名の親子の利用となっております。

放課後児童健全育成委託事業の学童保育所「ななかまど」は、現在、

小学１年生５名、２年生２名、３年生１名、４年生１名、５年生２名の

計１１名の入所となっております。

また、認定こども園の「長万部マリア幼稚園」は、利用定員６０名に

対し２９名、認可保育所の「いずみ保育園」は、利用定員４２名に対し

２２名の入園となっております。

次に、生活環境関係について申し上げます。

令和６年度の本町のゴミ収集総量は、１,８７１トンで、前年度と比

較して約５４トン増加いたしました。

渡島廃棄物処理広域連合に排出した可燃ゴミの量は、１,５４２トン

で、前年度と比較して約１５トンの増となっております。

ゴミ減量化の一環としては、小型家電は役場内に、廃食用油は各会館

等に無料回収ボックスを設置し、衣類については各地域等へ年２回の巡

回無料回収と役場内担当窓口での随時無料回収を行っております。

今後もゴミの減量には、町民一人ひとりの意識と行動が欠かせないた

め、ゴミの分別排出にもご協力いただくよう一層の啓発に努めてまいり

ます。

次に、農業関係について申し上げます。

飼料作物である牧草につきましては、４月及び５月の平均気温が例年

に比べて高く推移し、５月15日現在の作況では、適度な降雨と気温によ

り生育は順調に進んでおります。また、サイレージ用とうもろこしにつ

いても同様の理由から播種作業、生育ともに順調に推移しております。
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牧野事業では、足腰の強い優良な後継牛の育成や生産コストの低減と

酪農経営の安定を目的に、公共牧場の運営事業を行っておりますが、入

牧予定牛の事前検査やワクチン投与等を行いながら、牧場内での牛ウイ

ルス性下痢等感染防止に努めております。

入牧状況は、町内酪農家の育成牛は５月２日に共立牧場へ２１６頭、

５月８日に蕨岱牧場へ１１０頭を入牧いたしました。共立牧場は、入牧

頭数に余裕があるため、本年度も豊浦町及び洞爺湖町の酪農家の育成牛

の預託を受け入れ、５月９日に１２５頭の入牧が終了し、町営牧場２カ

所の合計で４５１頭の利用をいただいております。

また、公共牧場及び畜産農家において、植生改善による良質な自給飼

料生産に不可欠な草地更新や暗渠排水整備等による農地の機能向上のた

め、本年度も道営草地整備事業を予定しております。

農業生産額につきましては、生乳生産実績は、１月から４月までで２,

９３４トン、乳代は３億１,７８５万円となり、前年同月と比較して生

乳生産量は１６６トンの増となり、乳代でも２,０７１万円の増となっ

ております。

また、黒毛和牛の１月から４月までの販売頭数は７０頭、販売金額は

４,６０４万円となり、前年同月と比較して販売頭数で１頭の増、販売

金額でも８８万円の増となっており、概ね前年同月値を維持しております｡

次に、有害鳥獣駆除対策について申し上げます。

有害鳥獣駆除対策は、長万部町鳥獣被害防止対策協議会が中心となり、

関係機関と連携を図りながら、効果的な被害防止対策を実施しておりま

す。ヒグマや近年個体数が急増しているエゾシカ、特定外来生物である

アライグマなどが林業や農業へ被害をもたらしていることから、総合的

に対処するため、本年度も引き続き「鳥獣被害防止対策事業」を同協議

会に委託し、ハンターによる巡回の徹底や有害鳥獣駆除業務を実施し、

被害防止対策の強化を図っております。

今後も関係機関と連携を図り、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する

法律等に基づき、人畜被害を防止するため適切な処置を実施してまいり

ます。
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次に、漁業関係について申し上げます。

基幹産業であるホタテ貝養殖漁業は、令和６年度の生産量は約１３,

４２７トンで、前年度と比較し４４９トンの減となりましたが、生産額

では４８億３,３８４万円となり、前年度と比較して１２億５,２７１万

円の増となっております。この要因は、ホタテ貝の輸出が増えたことで

単価が値上がりしたためと考えられます。

渡島北部地区水産技術普及指導所が、２月に長万部町海域のホタテ稚

貝の生育等を調査した結果、正常貝は約８７パーセントで、例年と比較

して生育状況が低水準となっていることから、各関係機関と協議しなが

ら引き続き注視してまいります。

次に、商工観光労政関係について申し上げます。

地域経済は、国際情勢の変化や長期化する物価高騰により、厳しい状

況が続いており、今後の経営不安の解消と事業経営の安定化を図るため、

中小企業特別融資資金の貸付けを関係機関と連携して実施しておりま

す。

観光振興では、引き続き長万部町、豊浦町、黒松内町の３町連携「は

しっこ同盟」による広域連携事業を中心とした活動・取組を一層強化し

てまいります。

また、長万部観光協会では、ＪＲ長万部駅構内に設置している観光案

内所「インフォまんべ」を拠点に、町の観光情報を発信するとともに、

積極的な観光客の誘致に努めております。さらに、町を訪れる多くの観

光客のみなさまへ長万部温泉や二股ラジウム温泉、飲食店の紹介をはじ

め町内の観光情報を提供しております。

なお、本町の経済活性化の一環であります合宿等誘致事業は、新幹線

工事関係者が町内の温泉旅館に長期滞在しているため、大規模な受入は

困難な状況でありますが、温泉利用組合と連携し、受入の調整を行って

いきたいと考えております。
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次に、建設関係について申し上げます。

土木事業では、橋りょう長寿命化計画に基づき、工事は美酪橋修繕工

事を７月31日まで、カマツオナイ橋修繕工事を８月29日までの工期で施

工しており、調査設計業務は豊津３号橋外修繕工事設計業務を10月31日

まで、橋りょう点検調査業務を令和８年１月30日までの工期で実施して

おります。

道路維持関係では、舗装補修工事は11月21日まで、道路排水清掃業務

は11月27日までの工期で実施しております。また、除雪トラック更新に

つきましては、令和８年３月24日までの納期で発注しております。その

他、町道及び河川の維持補修等については、計画的に実施しております。

建築事業では、町営住宅（仮称）新南部団地建設工事第１工区の入札

を５月30日に執行し、工事請負契約の締結を本定例会に上程しておりま

す。その他、各公共施設や町営住宅の修繕工事については、計画的に実

施しております。

公園関係では、あやめ公園パークゴルフ場は４月11日に、長万部公園

キャンプ場は、４月18日にオープンしております。

次に、ガス事業について申し上げます。

北海道新幹線建設工事に伴うガス本支管移設工事の陣屋線・ＪＲ函館

本線付近工区は10月31日まで、国道５号線付近工区第１工区は令和８年

１月30日までの工期で施工しております。

次に、水道事業について申し上げます。

上水道配水管路・仕切弁点検管理業務委託は、令和８年３月31日まで

の工期で実施しております。

次に、公共下水道事業について申し上げます。

長万部町公共下水道汚水管路維持管理業務委託は、令和８年３月31日

までの工期で実施しております。
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次に、教育関係について申し上げます。

長万部高等学校制服購入費補助は、新入学生の保護者７名から申請が

あり、４１万９,２１０円を４月25日に委任払いにより制服納入業者に

支出しております。また、長万部高等学校通学費補助は、国縫、黒松内

町、八雲町及び森町の通学者８名から申請があり、１１０万８,４４０

円の支給を予定しております。

国公立大学生及び東京理科大学生に対する奨学金の給付や貸付けは、

国公立大学生１名から申請があり、奨学金運営委員会を開催し奨学金の

決定をしております。

次に、消防関係について申し上げます。

５月末現在での火災発生はありませんでした。

救急件数は１５６件で、急病が８１件、交通事故が９件、一般負傷が

１８件、その他転院搬送などが４８件、ドクターヘリによる搬送は６件

となっております。

火災予防につきましては、春の全道火災予防運動期間中、署員による

防火広報、ホテルや大型店舗など不特定多数の方が出入りする施設の防

火査察を実施いたしました。

消防団の状況につきましては、３月31日付けで団員３名が退団、４月

１日付けで３名が入団し、現在の団員数は、基本団員が１０２名、女性

団員が１３名、機能別団員が１５名で、合計１３０名となっております。

終わりに、本定例会に提案した議案は、条例の制定や一部改正、工事

請負契約の締結など１６件となっております。

議案上程の都度、担当説明員から説明させますので、よろしくご審議

くださるようお願い申し上げ、行政報告を終わります。


